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日　時　　昭和56年1月15日（火）
　　　10時00分　～　17時00分
　　　昭和56年1月14日（水）
　　　10時00分　～　17時00分
会場　国立極地研究所講堂
　　　　　5．’篤右≧サ　　　　　灘
　
　??．『??
…??．．．?㍗　　　　　．繕?㌣
?．?????????????、?ー?
????
?ー｝、ー?ー???ーー?．ー，?ーー
?????
，??　　　　㍗?
?
化　づ
?㍗、小
　箔
?
ス　ケ　ジ　ユ　ー　ル
1月13日㈹ 1月14日困
10：00 10：00所長挨拶
10：10
1 POLEX－NORTH（4）V エァロゾル・降水粒子（5）
樋 口　敬　二 武　田 喬　男
｝ 11：25ー?ー?ー
11：20一一一 休 憩　一一一　　11：35
｝n POLEX一数値実験（6）w 境界層・大気循環・気候（5）
1 松 野　太　郎 石　田 完
13：00 13：001 昼 食 昼 食
　　　　　　　　14：00
皿　POLEX－SOUTH（7）
　　　　田　中　正　之
　　　　　　　　16：00
－一一 休　　憩一一一
w　南極エアロゾル（3）
　　　　小　野　　　晃
　　　　　　　　17：00
16：10
懇　親　会
17：30　～
19：30
　　　　　　　　14：00
w積雪層（5）
　　　若　浜　五　郎
　　　　　　　　15：25
－一 休　　　憩　一一一　　　　　　　　　15：35
w総合討論
　　　楠　　　　宏
　　　　　　　　17：00
1講演　約17分
発表12分，質疑5分
1月13日㈹
　　挨拶国立極地研究所長永田　武
I　POLEX－NORTH　　　（10：10～11：20）
　座　長　　樋　口　敬　二　　　名大（水圏研）
　　　1　冬期北極圏カナダの雲と降水の特徴
　　　　　　　武田喬男　　　名大（水圏研）
　　　　　　　藤吉康志　　　名大（水圏研）
　　　　　　　岡田菊夫　　　名大（水圏研）
　　　　　　　菊地勝弘　　　北大（理）
　　　　　　　坪谷重行　　　北大（理）
　　　2　冬期北極圏カナダの降雪雲のレーダーエコー
　　　　構造
　　　　　　　藤吉康志　　　名大（水圏研）
　　　　　　　武田喬男　　　名大（水圏研）
　　　　　　　菊地勝弘　　　　北大（理）
　　　3　冬期北極圏カナダの降雪粒子
　　　　　　　菊地勝弘　　　北大（理）
　　　　　　　坪谷重行　　　北大（理）
　　　　　　　遊馬芳雄　　　北大（理）
　　　　　　　武田喬男　　　名大（水圏研）
　　　4　冬期北極圏カナダの降雪の酸素同位体組成
　　　　　　　加藤喜久雄　　名大（水圏研）
　　　　　　　樋口敬二　　　名大（水圏研）
　　　　　　　武田喬男　　　　名大（水圏研）
皿　POLEX一数値実験　　　（11：20～13：00）
　　座長　松野太郎　 東大（理）
　　　5　北極地域の温度場について
　　　　　　　山元龍三郎　　京大（理）
　　　　　　　岩嶋樹也　　　京大（理）
　　　6　夏期北極層雲の生成機構の数値実験
　　　　　　　太田幸雄　　　北大（工）
　　　7　北極海の数値モデルとフィルター法について
　　　　　　　酒井　敏　　　京大（理）
　　　　　　　今脇資郎　　　京大（理）
　　　8　南極底層水の形成
　　　　　　　高野健三　　　筑波大（生物科学系）
　　　9　地形効果を考慮した大気大循環シミユレーシヨン
　　　　　　　中村　一　　　東大（理）
　　　　　　　岸保勘三郎　　東大（理）
　　10　南極大気の放射特性
　　　　　　　田中正之　　　東北大（理）
　　　　　　　高野精秀　　　東北大（理）
　　　　　　　石　廣玉　　　東北大（理）
　　～～～～　　昼　　　　　食　　～～～～
　　　　　　　（13：00　～　14：00）
皿　POLEX－SOUTH　　　（14：00～16：00）
　座長　田中正之　 東北大（理）
　　11　南極気水圏観測計画の概要
　　　　　　　楠　　宏　　　極地研
　　12　接地気層内の気温，風速の季節変化
　　　　　　　　　　　　　　　　（南極みずほ基地）
　　　　　　　和田　誠　　　極地研
　　　　　　　山内　恭　　　極地研
　　　　　　　前　晋爾　　　極地研
　　　　　　　古謝三行　　　気象庁
　　13　低気圧通過時のみずほの気象変化
　　　　　　　和田　誠　　　極地研
　　　　　　　　山内　恭　　　極地研
　　　　　　　　前　晋爾　　　極地研
　　　　　　　塚村浩二　　　気象庁
　　14　南極みずほ基地の地表面放射収支
　　　　　　　　山内　恭　　　極地研
　　　　　　　和田　誠　　　極地研
　　　　　　　　前　晋爾　　　極地研
　　　　　　　　川口貞男　　　極地研
　　　　　　　塚村浩二　　　気象庁
　　15　南極みずほ基地における雪温観測
　　　　　　　　前　晋爾　　　極地研
　　　　　　　　和田　誠　　　極地研
　　　　　　　　山内　恭　　　極地研
　　16　分光器による南極大気の気柱水蒸気量
　　　　　　　山内　恭　　　極地研
　　　　　　　和田　誠　　　極地研
　　17　昭和基地上空での放射ゾンデ観測
　　　　　　　山内　恭　　　極地研
　　　　　　　山本雄次　　　気象庁
　　　　　　　召田成美　　　気象庁
　　　　　　　　内山明博　　　東北大（理）
　　　　～～～休　　　憩　（16：00～16：10）～～～
W　南極エァロゾル　　　（16：10～17：00）
　　座長　小野　 晃　 名大（水圏研）
　　18　昭和基地における大粒子・巨大粒子の組成と
　　　　　その起源について
　　　　　　　　　岩井邦中　　信大（教）
　　　　　　　　　小野　晃　　名大（水圏研）
　　　　　　　　　伊藤朋之　　気象研
　　19　南極エアロゾルの起源について
　　　　　　　　　伊藤朋之　　気象研
　　　　　　　　　小野　晃　　名大（水圏研）
　　　　　　　　　岩井邦中　　信大（教）
20　南極昭和基地の大粒子エァロゾルの放射化分析
小出　孝
伊藤朋之
矢野　直
小林隆久
気象研
気象研
気象研
気象研
～～～～懇　　親　　会～～～～
　　　（17　30　～　19　30）
1月14日困
V　エァロゾル，降水粒子　　　（10：00～11：25）
　　座長　武田喬男　 名大（水圏研）
　　21　南極域中層大気のレーザレーダ観測計画
　　　　　　　　岩坂泰信　　　名大（水圏研）
　　　　　　　　藤原玄夫　　　九大（理）
　　　　　　　　平沢威男　　　極地研
　　　　　　　　福西　浩　　　極地研
　　22　成層圏エァロゾルと成層圏水蒸気収支
　　　　　　　　岩坂泰信　　　名大（水圏研）
　　23　H20＋h∨　（Ly一α）→H＋OH★を利用した水
　　　　　蒸気量計測法とその極域中層大気中での使用に
　　　　　ついて
　　　　　　　　岩坂泰信　　　名大（水圏研）
　　　　　　　　村林　茂　　　名大（水圏研）
　　　　　　　　山下喜弘　　　気象研
　　24　昭和基地で観測された小雨滴について
　　　　　　　　岩井邦中　　　信大（教）
　　25　南極点基地における夏季の降水粒子の性質
　　　　　　　　佐藤　昇　　　北大（理）
　　　　　　　　菊地勝弘　　　北大（理）
　　　　～～～休　　　憩　　（11：25～11：35）～～～
W　境界層，大気循環，気候
座　長　　石　田
26
27
28
29
30
完
（11　35～13　00）
北大（低温研）
吹雪の実験的研究一雪面上の運動量輸送
　　　荒岡邦明　　　北大（低温研）
　　　前野紀一　　　北大（低温研）
昭和基地発電棟から排出される二酸化硫黄の大
気拡散シミユレーシヨン
　　　安達隆史　　　気象協会
みずほ高原周辺の大気循環
　　　中島暢太郎　　京大（防災研）
　　　井上治郎　　　京大（防災研）
　　　藤井理行　　　極地研
冬期南半球中・高緯度循環のインド・モンスー
ンに及ぼす影響一約40日周期の振動について
　　　安成哲三　　　京大（東南ア研センター）
氷床コア解析から得た小氷期の気候に関する知
見
　　　加藤喜久雄　　名大（水圏研）
　　　藤井理行　　　極地研
～～～～ 昼　 食～～～～
　　　　（13：00　～　14：00）
積雪層　　　　（14：00～15：25）
座長　若浜五郎　 北大（低温研）
31　東南極大陸，みずほ高原カタバ斜面における積雪
　　　層の形成過程について
　　　　　　渡辺興亜　　　名大（水圏研）
　　　　　　加藤喜久雄　　名大（水圏研）
　　　　　　佐藤和秀　　　長岡工専
32　みずほ基地における表面積雪層の形成過程
　　　　　　藤井理行　　　極地研
33　みずほ基地における表面積雪中の微小固体粒子
　　　濃度の季節変化
　　　　　　藤井理行　　　極地研
34　積雪の堆積分布特性
　　　　　　山田知充　　　北大（低温研）
　　　　　　若浜五郎　　　北大（低温研）
35　インパルスレーダーによる氷体及び積雪層内部
　　　からの反射
　　　　　　西尾文彦　　　極地研
　　　　　　和田　誠　　　極地研
　　　　　　前　晋爾　　　極地研
　～～～休　 憩　 （15：25～15：35）～～～
総合討論　　　　（15：35　～　17100）
座　長　　楠　　　　　宏　　　極地研
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冬期北極圏カナダの降雪雲のL一ダ㌧エコー構遊
　　　　　（FOL左Y－〃〃2％　　ぞ〃z）
藤吉康苦，武田喬男（名大水圏研），菊地駁泓（北大理）
　　　　　　i．はじあに　　　　　　　　　　この肥に、エコー｝ヅブ誠左4k湖以」二に
　降雪雪きレーダーKよって観測することの　有する房」穿宴杉，荏体の’5％弱き占あて・・る．
最大の利点は、降雪粒子が生甫さ敵た夜の成てめ時K地ヒで・のレーダー反射強度ば．一〃
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冬剛し鶴カナダの降雪嚇法同位体細戎
　　　　　　　　　（POLEX一泣ORTH　その牛）
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では一34～づ8％、であ．仁（図1）。
このニヒぽ、降雪の8句イ直の、雪の
蛾鍍や・k蒸、気禰輝狂とつ関
連．⑳可§自生と暗示1之い3。
　そこで降一雪の㍗0値と生戌温度
（湿度～砕以上9）高度にお1丁る温度
範1固）ヒζつ関て系乏見3と（図2）　、
イ底気圧や前｛線ドよ3じ’よう右し｝こf午っ
て↓rこらごトた雲粒づさ騨吉晶やア
ラレ（太線）と晶気圧っ張り虫しr・
時の宮（細線）と1‡明らかド）三琢・1さ
れる．7れらの8’80値や∫’？o値と
↓生戌鍍どの関係ヵ・らえられ一5障
雪の蛾過樹・っい拷察得・と
1こより、ま㌔穆也の才奏雪「の∬’6Z）イ直と
の関係よソ、フ｝（葱気輸送遍程の解明
を試み3．
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北極地域の温度場にっいて
山元龍≡郎・岩嶋樹也　　（京大・理）
1．緒吉
　趣地域疏腋場とその麦化ぽ中・低緯
庚地域と比べるヒ，ρW撰鳩た撒をむ
っている。雪永被覆1子．ア’Lペードの増大・
大気ヒ地球表面との間の熱交換の抑制・融雪
時の潜熱にわて，極地域の温度場の知ヒに
大細影響を与え勧のと考えラれる．又，
火山犬『奏メ（に」ろ威管圏工アロゾ∫しの為増の
劾果為，光学的距離が中・低猿度に比べて大
さいの℃影響バ犬き㌧に期待される．この
研売では，極繊の顕場の気候，特・経午
変化を実ラ則ア“一タの角鞠によク日月らカ、にする
孝き目飽とする。南半球の観測網侍，北半球
に比べて，禾r2かぽク疎ぞある〃）マ・1ゴじ極地
域を主な対象とする。
2．遇去fDD年間の北極地域の地上気温の
　　変化傾向
　　1罰6年一197よ年の100年間の地上気温の
30年平均ε，3（疲の縛麦帯⇔いて求め⇔
のを芽1図に示す。僧31年一f％0年の30年間
の平均か励偏差にれ表示して鴎．空間
平均左求めるア祭，」観測データの声凶場声アの値
を推定する‖と」蓼ボあり．老の推定誤差のため
に座間平均にあ誤差がある。妾↑図では，そ
のよう犀談差を考慮レて．刷の信頼区閻で
30年平均気温の麦イ1遁向を示レマいろ．
　　潔醸地域咳願触中弓膿劇・
比くごZ，　著しく厩著Z・あクノ　又夏よク斗）冬r＝
おいて褒化献大きい事ヵ“判る。高4綾地方で
は，作世都末・今遊乙初の極小ヵ、ら昇温傾向
×続いてノ個26一門砧年に極犬とπり，その
後降温傾向と＃・ている。中・低緯度マめ同
様ぴ傾向バみとめられるかぐ．若干の時聞的ず
れバラ主目マれる．
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3　雪氷被覆と気遍麦化
　　気象衛星に子ろ雪木扱覆面積の12ヶ月平
均を昔3図に示す。又，北半球平均気温およ　4．結語
び60°Nピの帯状．平均気温のf2ヶ月平均を68　　　史山大噴火存どタト的条イ牛の変化に対すろ
％確頼区間烈・ていゑ雪氷被駈積・寺極地域気温鋤斌ぽ牛・傾薮ヒ1寸輔
佃年頃K急増レひ、る．勿面積と等し凶ク殿・て吻．≧れう⇔いて，曽嚇
球殻．の鰯この薮・‡約6創力・ら5ぽN蠕・面積の変伯・関す麟細克解析と夫1（，鎚
ている。　この面績の急増に対肉ずろアルペー研虎を進、めやり縛がある。
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1）廼葬であろ。
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」b極宕の数値毛デ∫レ・乙別レター拓にっ・《
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　　　　　　　　　　　　　（京　元都　大　学　握　阜御）
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慨二で，4弦‘1包比極缶の熱収支を数／直白勺な力
奉よ・て解哨寸刷れ僧鵬蜘・螂
イの氷一毒洋の教値ぞデ1レ1《トいくっψ、堤出ざ
力ていうが．尼の係ヒんビは15所デヵルト座
標緯・雑柳掛の彦牢よ・て表’見繍
て・ろ．しゐ・い冶癩靖大気魂考毛デ1レ
踊向朽いう場で兎焔ゾ極有丘の
砿≦2占OY食る。
崎簡齢・初期‘・R・＄』ゾH。・γ・i寸・う皮細浪）
が発皇い樹日友噛へ蓮む．フ・励一を施し
哨冶の《一市勧イ抽iのめすは．フ・1・多一
を施せないで△t刻・せくじ，右喝冶のえい
免全し・一数、だ。禍度ち4呈式危線曳化した喝
楡のパーけ隈のイ云輪のようすを蝸一崎悶図
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　禍度44呈☆乍差痴イもし、崎聞債分をそ↑う。
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南椀獣の形鳶
高野健三（鞭尺）
4碕が駆縫　　　　　　で幻・乞・・瀧ゲあ酬絢縛の珠
／、工鮭など⑤観測結果によれば，惚琢（に已乙概嚇馳餓送に鵠ど黛σ
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せ芥恥〕の逼氷の尺循宏こつ、1てこれφ
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デ’・レ卯・・で遭邸て・、る縫1ち繊り趣tま（川と1市く・1く新㊨醍☆鋤’せZ樗
くらべ1パ・・ら四しく、〕・さ・㌧費光］・パ下層て・時爾ゐ舗だ’｛ア醐θ・せる。そつ
と，づヒ半球て一σ）最尺イ邑は」二1こごこした」’グに之　イ系藁〔ぼ遅勇ゲ量しこっ・、て｛コ2）ぐ／08（ノ同％ノ漫と
一3・／♂τで掃ゐ・1蜘モデレの束蛎・こダてば躯・／・7。みパた・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の・くらパてψノでら形応れる麟尺値ぱ，こ6）↓6から％蔵にアぎワい。
こ鴫・唯弗のぱ㌃申醜羅那て㍉k種ぼ誤・ノまいこ助鎌蛭｛倣
きSげと㍗うこヂカ＼｝ノ鰐εぴミうて・、ζパ、がら　4Zノましにσる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13
吟く風6）／たカと痘面乏出λするを琉才と垣介
晃董とに』1って5区動される．（4ノ（βノニ．種9
言博乏行。た．㈲ぽ・㎝品・・戸・…刷て：
従束からのフκ乎・弗遭裟合乏焚った。そ・kぞ
此の係数〔随競にっ呼ぽ烈／・ε・卿％と
　　　　　，熱と齢につ・てぽ妙・／んz
9
地酌知果セカ慮レ『三入民人循環シミ ユレー　ショソ
ヰ村　一；芹｛子　勘三郎（索パ哩♪
1τし輿　　　　　　　　　しレてI」纈ω，嫌⑨・閑レ1跡蹴・λ、
犬昧侮影の蜘膨ミ。レーシ，ン1二関レ，△争が牢・ψ・8’り楊心ピa・・ア⇒飾⇔
此励，南種〕毎傍ρ取故、u霊犬食ヤ，ρ・ψσ問ρ嬬▲ε取扱，斥．ま戸筋オリ蜴θ1は干え
題とび，ていう。刷Zl♂H・〃姥4／8κUeイ　向1二ほ4層（入気の上主伽〃吻」♪，復！看〃嶋
’971）の計耳倒εヒ，入／月の北砧！の他仁気、合1二‘穗／o層（）ぐ貞の上堵p9〃危6ノリノ（ξミε7・
加1ゆ淑観輪／耐鋤1魂，て・ツ，ルL・し参ポτ・ド冬印碑よ司超ノ
故舩ムぬ8ぬ論勺オ伽仇〃ノりρ’τ硯礼に／〃o凋埆zリラ餓丁η衛文グ矛（経度千内ノ
’月の廻よ蓑疋は／000κψヒ倦くな．τいφ。　とふ1L図工，図Zっチゥ⇔●，τい白。図
一般1弛碗1辞嫌’1・四べ耐妻州・マ〈一、乙醐・・¢・百楊心・狐辮，u㍉夕
レεが7て肩限η入7了ε勧，β砧÷闇酌z’
砧佐方ρ島勧ε表虎才〉湯θ↓コ」、十緯表1二
〈らべ．差4rρ取眼いL・・う烹で孜婿的存固
薙pYあ〉。手β硯賓の尺八中zr　lユ砂1巴声レ1工
輔度夕・ラ卿・別・顕鮭輸勘・あハ，醐∫
乎佑θ、ら期侍乏トう程］随1巴う1ユイ句逼に仔，て
・・8°楊θ顧・線禄・渓測イ亙（〃物
！9多r川破線赫・Zあか
　姥上蓑王1・幻しZぼ差分距離列・7〈夢♪
之と⇔よ’1，比浸τの気圧IJ実測∫・近メ存♪
こLφvネマψ～巨ρ㌣，才β元促でfトい。　手拮ラ量
度Tl閣・て1劔・4か夕’り齢に〃ラ峠
い厚い．二のチ）は弱烹互取除く膓力⇔．佑臼～1巴∬τの仏温σ4λ＝4P＝Z5ρLグか）とに
伽・磁嫡聯加縫，嚇か厩砲より．。・r川踊砕て・・5．・かし1牌戻
〈の酷輸踵⑳計卑！二っ“て，》手争タ，くの z．⑳低違1琢放暑ぐ←τいぴtl。
研免が試汁られτPl二。烏7化ほ膓りチクば遮
槻忌6・ら川く柔れ膓↓のτわう・　　　　　冷後の謀題ピレz，宇岬度τ佑追瞬繰に
　’破F比手球の人循環L叉胚可ケもηLレ　ロ，て・・う二Lε双善可う》Lρ“梼乏トてψ
て，↓ゐ隆づ「脅艮びx硯護4〈岳の如釆，v着力ら
十う。窄研化τ13時1⊃ナバットLロッ†一ウ
パ吐力力醐釆（障舵峰ハ鴻目し．
孔の袖呆1ニチ，て妬稜H∫垣レり侮｝覆が・レリチう
r趨響助θ〉ウ・L蝋呼．
痴”1レL肺
　予備闘r工※破しして．潅形4『仲2なfrJい
う。’賭縮的1・い乙ぽ、重鮎帯高μφρ・・もう
ケレ此時栢狂う1欲善可姑わ・・励．
　牢珂克の赫釆仁手れ1訴・比勾きり鯉輸ル1才θ、
例仁1功軒・垣で・－f斥わ修温の
厚国の’っLレて㎏表向吃卑角L通レZり顕
蝕1天給がもアΨτチく表視乏トてrチし・祈臼王
φ滴乞砕ラ罐碑ヤ、ム1・けク・鮪果
鴎パ赫吋L・ら杜杜．雄乞ア・レτ吐力非馳輌鯛僻（研克τ”チ軸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方向1シー蒔し仮に）も峻訂百う丈老β×わう．
働
囎
醐
㎜
㎜
…
㎜
＼　　　　　　　　〆　　、、　　　　　　　，021
、　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　、
　＼　　　　’　　　　　　　　　　、、⊥、r＿、‘o‘o
　＼←，／
ピ　　　〆　　　マo．　　　ピ　　　ザ　　　げ　　　耐
図2地上気圧P・の搬分布（蜘P・1単位mb輪軸緯劇
M
㎡
㎡
M
㎡
〆
?
　　　　　　　　　耐
　　　　　　　，”一　あ㎡
　　　　　／　　　　　　　　2㎡
　　　／　　　　　　　　　　　　～㎡
　　／　　　　　　　　　　　　　　即’
　　　　　　　　　25♂
　　　　　　　　　㎡
†。・ 　ピ　5‘・　耐　㎡　2ぜ　」げ　揮
図Z1000mbの知よTの樟度分布㈹軸T；単位’K．横軸緯度）
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南猷気の放射特性
丑・醐寸計箪スキームと氷晶粒和散含し特性
　　　　　　　　　　　　　　　　『田中正之，謡精秀痴駐陳北大）
が開兇寸れて1）る．｛り’（吃れうは，気倖成
分・1ミよ・5線弓反リメ、と～雲・ノK晶・4程雪・エアロゾ’
’時の粒獄分畔る短蹄しり購的取扱
い，ぶよび’大気層の光｛宇臼4不均質iの月又扱・，1て
あ・“て不え分である．その主裕理由は、気体
成分・卿帯・複勧繍己吐め・あさラ攻
長の特性パ唖傍のタ頗域猷表すうい，
う1竪二賃力、’極立毎川くづししt｜こと，あ・よび’多き≧散くiし
雌が茎本的・禅色遣程であワぴ、つパれ
ぞれ・波長の解を齢のに舛力・うさ1’う言碑
量ぽすづとuクことである・咽駒益解
消す∂ため・ここでぱ’地球大気中の放オ寸虚L
程力℃1更ぎシ戊、「艮荘1互問で’独立と貝Lイあヒ人得ラニと
K和㌧蜘矯数力吸長と如ミ著（〈躬
現！ヌのジ皮長空間を蜘入億教が孝調に滅少（ま
た1増初す漸い空間・・亥換おと・り
新いワイデげさ尊刈た・二の方式1は
・汐撒・劇又線き鈴一つ吟頗咳，あるい
は一つの吸収帯合滅ぱ，ノ0ケ雅皮り荻長に
よつてえ分正確K4ゼ表（衷現）寸れづと女K，
畷・区侍軟が気温・圧力亨どσ）うカベ・川時り光
路・諾・て衷吋る不噸囎の問題も従
来のレ）な血似を用‥ることなく，取扱．づこ
とが’出来る．
2、氷、晶粒子の散‘U持性．
　前々回のシン巾゜ジウムで鱈粒子が南極1て
㌶灘鞠鷹驚竃㌶’曙
⊥．1‡ビめ1て　　　　　　　　　　　　　　　亘量倉勺’（そ〒う1く1キ㌦ダィァモ．ンド・ダ’ス←，
　POLε刈・おけ5シミュヒシ。ンる斤完飛雪粒辞緋球微手・・よヨ光轍4c殊
の一環と｛て，南ネ塗大気のオ丈男す特｛生に関ナ5　扱・1を尋黄討す5・ぺ要があ6・二り観点力’う，庄
一毘の乃戒5迄めている．今回1‡ゼのうち，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間自勺にランダ’ムにオィ立、‘た円柱をイ列1くとワ，縮煩中・あ・口太縦つ艇し・吸収昧厳齢紅輪聞｛俄繊・厳鵠）と
瞭柳の卿敏出・雛し擁力巌密1噺“う・舛光線酵（㌧OP勧蜘とε・し
桝社め・硯輔発わ朔計鷺入キーら軟い光紙孝画⑭網性戚形趣欄
ぬ噛極大財のノ間嵜の灘し割生つ取題～緯どを那h’・て（た・靭羅幻南猷
　　　　　　　　　ヨ．　　　　　　　　　気中の水晶粒手等の散4し特性の取扱いKおし’り挾，1潤｛て報財
2・坤樹輌入＋ム　　　　て・む乎綱亨樹・桝酵慮は線光
　大気中てお・’拐太賜槻†や赤外熱放8物砿学血似が望まいにとがわカ’った・
赴評嗣は劫，既吟くの計算スキーム
図1、平均半径5，ノ0，3（タ物の円柱の散乱肉
　　数（鵜齢光線酵の比較）
　α●oo　　　　　　　　　　　　　　　　　　α．45・
㎜一一一一wr　　　願r－一一WT
1三　憲　i：義i　羅　i：il；i
δ　　　　　　　　0．5185　　　　　　　0．5190　　　　　　　0．5305　　　　　　　0．5350
表t平均鞭’タ〃tの円柱のら轍・ぎ丈εL畷只
　　有効断面樟（ρ改ち（氾但，Q功s）と一次散．
　乱に対す6ア・しヒ“一ド’（あ）　（灘解と光
　線輝の比秩）
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南極気水圏観測計画の概要
楠　　宏（国立極地研究所）
　　全地球上の大規模な大気じよう乱の特性を　ため、1）放射収支、2）大気一雪氷一海洋の相互
明らかにするため、全地球的な観測強化と研究　作用、3）極域大気大循環の3研究課題を重点と
の推進が検討されたのは1960年頃からであった　し、年次的に実施することとした。この為、4
。これが1967年10月に、ICSUとWMOとの共同事　名の定常気象観測隊員は主として昭和基地で、
業であるGARP（地球大気開発計画）として発足し　3名の研究観測隊員は主としてみずほ基地で観
た。全地球的な観測と理論面での予報モデルの
開発が2つの柱となっていて、さらにいくつか
の副計画が立案された。この中にPOLEX（Polar
Experiment：極域観測計画）が含まれていて、
1970年3月にその大綱が承認された。大気大循
環モデルによって天気予報の精度を向上させ、
気候変動の物理的機構を解明する為には氷（海
氷と陸氷）のある極地域での観測・研究が不可
欠な為である。　以上の国際的な進展に対応し
わが国に於てもGARPへ参加するとともに、PO－
LEXの研究計画が討議された。その結果南北両
極に於ける現地観測と国内に於ける数値実験が
大きな研究課題となった。一方、1978－79年は
FGGE（First　GARP　Globa］Exper1皿ent）の観測強
化期間が設けられ、特に1979年の1～2月、5～6
月はSpecia10bserving　Periodと呼ばれた。
わが国に於ては北極域観測は1979年11月から翌
年1月までカナダのlnuvikに於て降水観測に主
点を置て実施した。南極域での観測は、日本南
極地域観測隊により「極域気水圏観測」として第
20次隊（1978－80）から第22次隊（1980－1982）の
3年計画で実施することとなった。同時に両極
域の数値実験や観測資料の解析を国内で行うこ
ととした。
　「極域気水圏観測」は大気の熱収支とそれに関
する物理機構の解明に重点をおいた。熱収支に
関係する物理過程として、第1に日射及び赤外
放射の収支による南極大気の冷却、第2に氷床
表面や海表面を通じての大気と雪氷又は海水と
の間の熱交換である。この2つの要因による熱
収支を補うように、大気の輸送によって周辺海
域と南極との間に熱交換が行われている。この
測を行うこととした。南極特有のカタバ風の機
構解明と広域の気象要素を得るための無人観測
点（5点）の設置、航空機による放射観測、昭和
基地に於る気象衛星信号の受信施設の強化など
も計画した。
　1979年（第20次）の観測：前記の放射収支と大
気一雪氷の相互作用の観測に重点をおいた。
1月19日にみずほ基地へ高さ3伽の観測塔を立て
、気温・風向・風速・放射の測定器を設置し、
地上には気圧・湿度・放射・積雪・飛雪の測定
器、雪中にも涼度・熱流計を埋め、2月16日か
ら翌年まで（一部はそれ以降も）記録を得た。
10月（こ（まY100地点（71°17、S　、　46°19、E．　2600苗）
に無人観測点を設置した。
　1980年（第21次）：放射収支観測の一部を続け
ると共に、接地層の構造、海氷の熱収支（3月に
昭和基地周辺の海氷が流失し、観測は遅れて開
姶）の観測を実施中である。低層ゾンデ、音波
レーダー観測が含まれるが、ほぼ順調に経過し
ている。1月には航空機による放射観測を行っ
たが、航空機は3月に流出。
　1981年（第22次）：極域大気大循環の解明の為
、みずほ基地を拠点として、広域の移動気象観
測（含低層ゾンデ観測〉、無人気象観測を行い、
1979年からの観測の一部も継続する。越冬明け
には地学部門と合同で、やまと山脈裸氷域の局
地気象観測を行う予定である。
　これらの現地観測と並行して、国内では南極
大気の放射モデル、南極低層水の形成’北上と
南極海流等の数値実験計画が進められている。
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接地気層肉。気：宜風産の季誤イ乙（南極升罰言基池）
　　　　　　　POLE）く一SOUTH
　　　　　和田識．ム内朱詣干禰（極鰯訂）満謝三行（気妨）
イ．1含o’い‘こ，
　fq7？｛『「2月よりPOLE、（－SOUT
H計画砲署慢（ヰユo矢角嫡A弥）ピし
て、みず｛ヨ基地において1淑射，祷馳境喝塘
の観測宙’おこ陥ψ〉十巨。
今〔呂，穗，1479斗1こ得ち＋†乞宙蛇気層⑳　量袖1島～気気うらoおら斗」、
デー9⇔）一奮ヤの浄有秤果r二っいz報宅「オき。
⊇、デー9い・〉いて．
　鋭監風蔑ヒも11／S向濡工サし〕D）膓ブ
　　　　　　　　　　　　　　　トもホこ「）っていヨβ’，！今画論いf三テーヲ｛3、
tっヒモ強い峠｛笛t｝’2弓ご’う、もっとも弱‘、
崎向tド4曾『30令こうに麸っていS。
　9恥亨、気掲1才42R8リユo°c奪億く
日妻代t50C栽酋とノト±い6　菅化偵薗辱
同様τあリ、｛ら』惰ゴ3．6辱30令こうに
　　　　　　　　　　　　日射う寄膓響ぱ髄
蒐之‘あさヒ考乞ら4、∋。鼠匿｛庁．2δ6ゴうド
もっ〉も秀く蔦ひ、イ勺勇こうにもっと毛i弱
く蔦っていs。
　4¶万　気蓮、ま『旦苫ぴ蔦、・ou才6ヨB
こψ～モユム！らこヒ吟平均直1こ毎おし、倹嗣　音化侵幅13GRと司桂亡覇A。気遍・風壁ノヒ
1F。散射釦朱のデーウ仁づいマ1穗、30分　tにB奄化ボケπい。
向。鞠紅・硫t碇使園時。　　図δに柱日射銭曲尺は・㌔4亀
δ爺果　　　　　　　　　　め日縫1百刊の乏ψ』比べて寸・セつ1・払・⇔
　今｛自σイ蹄気五ら影零ザらいと髪まも4しヨB
（日平古〕を」§iμ丁吟∈il）を壁ん乙蹄物．さぶ
こち1壬。
　⑨iに4∩、6R．『R、　イ日月9今ピBら
R㍉化を、図2に鳳捷りB音化麩示し在。両
図eも3△“砺為ぎ9テL夕τぷき。6日ぜ’
tラヒも倫い気癌セ永していき甘　日罹｛ヒも
tっと毛サ蔦く乃デzし、さ。干石画2おち見
らと．わ口り鼠星の日雪忙毛6月θもっと毛
与rジい．6冒は、B射刊’o庵ひ尤、　B蔭“ら
も、ヒ毛少陥いRと鴨・仁主角ヒ長之も帆1
カヲ尺風七B射叫影智吟九↓・6月は、イ臼中
1をら喬鳶ご夜くも吟ヒヲζ主s十〉。
　は月・ぶ。ヒも嵩い気温を禾し醇イし
も｛o°c丘く払コ、日射一∧彰樗づ』下破い．
こ∩と董o）鼻右気元島、liF／忌吟∂0分こう．1最
借気温‘菩、．2門30令Σ’うヒ培ごっzい、o
一 貢、鼠直も日唆イくち禾しτいき。ど島8ぜ，
図3
こ⑦t三め．気「B，鼠速ら日養化B’4R｛百ほヒ
んピあら‘b蘇ちいもoヒ毘λ）41き。
　図1
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15
10
図2
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低気圧通邉崎のみず1き基曵叫気象㌃イし
　　　　POLEX－SOUT叶
　　　和田識，山内添．前晋資（極地疏）、塚村こ告二（楓亀方）
｛．｛舌じ’めtこ
　∂トずほ享陀‘さ略わ茎叱、ご比へ　ずっヒ内蔑
にあらEめ（趨肯線1si』豹ユ70km）、伯
気犀角彰電ε養庁1二＜、・、予穆力タハ心風ぜ定
軸1蛾・・τ“8・セ坂パめ低気庫の影響
ピカタバ風句影電甘違妙っZ息；わ申∋肖ザ』
多い．まE気戸今喰礼侍1司と更zも　文ずし
も気温や‘樋ヒ剤「良tyrザ5い。〉σ⑱δSl：
億気圧ゼ侵入し后とう之も、番和吾く∨ぶけ
う、ト、θ’，今回は、｛qq4昇s日又ガ～，
6恥ぶ劇。ゐ昼し仁と別沖∋倣S瓦φ楊
令ヒっいτ報篭す8。
2！僚気7ξの口盈
　ら再3口め5＾吟s3δハ・気EI干せ貸り1穗
じめ．6月｛臼の｛7輪sラ景侮ヒ1うつ壬。
こ。向1ニヲ内16、bの量促ザ泰っ†三。6肩1
日》美気図盲†ら、・ατ．∠ト同ユ9日と15⇔2
日③地已天気｛腔酬・・ネし仁。この天気
図G字み寸冑ε入5したも．功ごあり、写値線め
債やヤ帖ネ養13み明ご蘇り在・両図ともOO
zのもへz叡80乏十8りら自ユ日ご3∂トす’
ほ付芭モ」自晶し亘んqヒ芳占こψX、一云略
和蒐地一ごくs日t日｛＝気丘‘τ晶低1＝乃って浜
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　図2に∂ト寸‘手z穆剤ゴ小E，5肩3｛B．
60｛臼今気掲と風9日奮くピて奉≧。ヒ戊■
ぜ1気温．下・回d鳳蓮τあ古。3本q線‘了そ
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怜。楡崖を比鞍すらヒ、…を＞m戊気温ら愼づヒ⇒
士書い碕向亭τほ、‘5ヒんヒ同じいn、てい
き。i温内苦｛℃ぜ’30撫ご天ラい・ハo．30をh
と16㌔o向τち上干の輸是→弐賛1・示こら
わ十ているモδ∧ヒ考≡も中8。
　一「オ4も》以丁τ｛｝　⑨m∩蕩令モ回芝1＝
元しに廿愛w停間酬漉、気温ヒい≒ヒん
ε同じどみ9．こ・ト●　曾袖以下τ二い司祥L’
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　　南極みずほ基地の兜表面放射収支
　　　　　　　　　　　　　　ム1匁恭，和田諏，前晋㊨，
　　　　　　　　　　　　　　】qロ　貞男（国t極t巴甜夷缶），塚村ラ舌二（気象庁）
1．｛穗じあに　　　　　　　　　　　　　ほ直歪磁分に対可る宅叡であうが、艇L取分
　沿」岸の昭和基τセo・5囚産へ約2ζo㎞、，丈隆　に対しての定紅13袈る．更、雪面に対してほ
斜面L（高度2、230司に位置弓るみ引3覧1τ包客方散乱し尤ズ顧品叡1ヨ
ての気候1∂、党にτoM前後の風の・欠くカヲ
バ風（斜疏醐風）帯しして1碕散ずりら払て
いき．慶に表面の雪0囁的岩の露束5昭和基
地のめ信沿完風b嚇く強・漣輔の堤達のち向のた学的厚1仁［仁例弓5ビして
可る囚産高原乙‘」異．1三放射躍境にあるこヒ
び予想1淑る。このみ可“18基喪τ、和LEX－
SOu」t｛し　σ）　一援し　し　て　オフ20）丈南繊！毒1‘距教1二（∫　つ
て行わ純観測の結果のうち、tt睦侮1・おワ
る棚椒支について報吉⇔。
2．観測
測器13把工fふ91バ30軌瑳工1こ設置．・k平　直童日射τ遮蔽し色。乞の効果I」固つの如く
向日射計1二」リ全スk日射6ぴ雪面反射、赤タト
取射計に5り毛寝長叡射下、L向板分、1s
　　F・・｛Dω・ぴ・熾ω㌫認三ξ；主，ユ
ヒして5えE．ヌ．天室0・らの散乱走日、そ
　　　　　　　　　　　　　　　、定叡
　　F・・∫Pω☆・…・熾・∫・ω㏄品・…
玉5一え1三。
　長波長取射の唄1定仁la、長波のみ歪過可5
シリコン製のつイルヲーtつ1狂磁丁計τ便
吊し互び、日1豹£ξ2‘つフィ1し夕一ドームが過
熱ユれる誤差び残っ仁。反射リンク芝備之、
なっ『三⑳τ、　他の場右｛」この閣‘ホて一補正し～三。
に直藍1ヨ射計1パリ直主El射の測定毛行フた、3
日射関伽∂、カソトオフフ引しタヨ・」り4
波七域に分り仁蹴旺行った．
・k乎面日射誤諺の角度依狢性（ユサィン
；ゑ則鵬u可“れφ）わ周愚があり、太陽高度
ぴ卓1二f6＿い南」楯と域て・1∂累う》曇～⑰×太重t、。　こ　二　τ
131おの1ヨ射計垣反の奔器し定め詳い・枚定
t行）仁。訂ち理陀τ日フ～暢遮蔽私に」リ直
　　短波長放射
　短．波長枚射の収女（有効El射量）IJ他爪夜
分て併q二1到一自L｝二言己した心　二」＼IJ日稜章‘直o）季
膏変イしと示した｛のである。
　団一Kに昆3」うに．、fセ仁の全天正ヨ身寸のf直力N’
天気タトて】予］邑1才＼うイ直に甘・なり近く后ってい
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ゾ1し考が・りい亭、による↓のと忍われる。だ
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舌～に国内仁杓～帰り角度依み↑｛Lの測主τ重
」∂1巳。他のタタくσ）日射計laこの奪器し仁L板唄・j
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彦ヨ0°で67％にし亡舌る。圃様のイ直にっいて、悔Oし近．つ一く
雪面でIJなく箆嵩の地域の例て・・IJ、太暢鳥度
30。で3も芳に菜ちる。この違い1∂，tせ表面反
射幸の違い仁δり雲力・5反射光が再反射1人
る阪分の違｛、によってい5ヒ豊われる。大き
か｛現て、宏の反射率R，考面の了’しべ一ド
αに対し忙爪仁し雫’8稜の透逼乎丁芝侵って
　　丁白・？・・（Pω㌔一・・吉α　G）
乙表吐）エれる．　（瓦＝α8　ノ　丁＝o、午ヒfξiえ弓る
乙、雲の反射牢R＝α5，0∬qヌ専α了ヒ硯実的
百値び得ら▲づ。
4．長ラ皮長放射
　1二●らの長ラ〔i…長破射13、晴X下にみいて∫，」
日妻イU∂小ユく、下か～の敬射’∂雪面温度に
対庇した妄tε可5こヒがψ齪工れ仁。毛波
長放射収支の秀膏斐↓u8、短波長σ）場冶13ビ・
　　　　　　　　　　　　　　h◇
が最｛丈乏い乙見5れる。訂～、L室の塩度
の高い層に更ヵv右在弓5し、千向叔身量｝」二
向扱射量に同程度才で・増加し、長頑監の収女
　　　　　　り　下向取射量τ気鋤バ導く経験式が種之1…．
案ユ」へてい多OV（BruntのK唇ご）、　」†6’”∂
の場1イ≧1∂　そσ）書　3　て・・IJ圭1て　1∂　3　ら　な、、。　二」へ
日気温の逆転びあ訂あτ、地L気；温∫P7U．L
空σ・1丈医臼（表し得陥い．蛇L気温｜二」参経
馬良太の｛直し、実際の下向6ヌ旬髪しの1土いIJ、
逆転σ・）弦1ヒ示1てい5し更3二し叱τ乏白。
5．放射収支
　全天日身TS↓ノ　雪面夏§］S↑、　｛こ渇長．頁身］下固
L↓，上向し↑の4疲分の差引o・ら叔躬収支勘乞
　　只Nニs↓－s↑†L↓－U　　　　t用
しして拒あ危。一般に朋糧の夫后る期周1∂
昼周正，夜圏負の日蛮iし£示し、日射の無い
あ5いIJう・い期聞1∂経1ヨ員の直と示弓。
　日積藁値1δ、図一4に見られるよう仁犬部｝」
躍て・f稲いが、全体の…温霞化に従。て緩の場頒の値ヒ脇ている．・棚有如謝
ヤか誘融にε示している‘1評）．秀許量庄ラ賑4妓乙の1緬0・ら明ら0’τあ〉．
蛮たの£にの。た鋤・川ヨ斐忙∫∂、更の島牢
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12日で璃の値ε詞領晴天日《一あリ、呈
りの場合la一様仁収支13正の方后1に斐＄C4⊃。
更の影響IJ先の議識σ・ダ∂5」うに、考向の
高反集雫に」ソ短；夏亙収支〔小乏い、雲仁」
る・全天1ヨ射の滅サび小ユ1、、雲に」3下f司長
渡長鞠の増鋤はエへの3ξ、・・榔Lに関
っ　r三結舞iて”」｝）る，
　こ∩δうロことば～、み弓”13墓硬U、杖射
：鎚恥秘南極の中τモ、為’・放‘ヲ収女の値
σ）、1・1い（負て寵打●丈）π竺咳て一あるしいう
こしが示5識つ・ワられる。
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南極汁ずほ基提rエ・（フ韻蔓面屠顧刻
前晋爾ノぷ田試，止内希　（柚螂タ師『）
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　鍍等ぴ布史鋸Kよると，孕面形醇σみ内のノ↓峯く・雪ぐ優ううr咳、wエの3九表ピ渇度一
パ穴別しく　　　　　　　　ピ熟εし烏．
　・）購麟　　　　　　　　　　　　　白全繊臓度サ1不字煽・ヨc～享s吟ケ・・も
　勾勧研く蹴　　　　　　　　　　ソト榔ユ香ハ．〕吾液隷蹄ぼ鋤嶋
3）施榎瑠際もな・停翫い遠陶乎概P・・頑・輌L飽ツロれ臼・）そ
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分光器にぬ南極大気の気柱戊κ蒸、気量
山内未，和田識　（邸［極也研捉所）
1．はじ紡に：〕庵越．にみける｝k茎気の挙動に　ビ気杜）k蒸気量しtて13、他の結菓ε輯祈の
ついてほ頼雪面の昇華瀦…や礁嚇ミ㌧L日躬η…可る碇で鍋。
L、・。姻題の他、婚綱稜の・k薫気御趾
いう雍見点からtタヲ大の関旭が持τ三れている。
しカ・し極域1話ワ5・k薫気量の観須1▲に臥低
竃r）ため唄1庭Lo）困難がある他、ハk蕉気び絶
4．簡題点：み砺の場合t塑ス雪の日鋤ヲ
く、晴▲τ太院出てい51ヨIJ限5小、て1、仁。
　測定ε▲φ0∬収入ペワトILI3，気体の碩収
対量ヒして茗しく’！八、ヒいう本笥的医1難がf千　の他，しイり二取ちLヤLア0ゾ’しの景ち響ε含
う。ここで‘3、輌みす“は基1セにみt1て、オ
20沃観劃隊によって試みs▲た、分光器によ
る知むk薫気量推定の結果及び方広の長短に
ついて嬬す5。
2．観勅：直達日射の分た観到V行い、近廿、
外填の、k茎気吸収帯ハに5505．収量臼ζめ、乏
∧η・ら光路中び），k蒸気量ε推定可うこいう右
法t乙っち。9P～全吸収量VVl
　　w・C臼一⑭・輌胸・㌦慮篭
kτ舌リ、絶砕に）k藍気によるn及収量ε広め
る一100％£♂eの引董ろ一に闇頚劃Nある。
　tt三」二顧漫リo、5L主の全気オi三量ε遥…」1‖亭～漫lj］…二］じ
董5しいう利ε‘」あ5。が直再ホまうの’8句
唄矢気に等句飢kτあ。て、ω式の敵綻蓮
して不均鮎大気（知罰のUε推定してお
リ、こσ）途中τ仮定ε含●。
翻解〔の眺嘲主0嚇庭くZTわ林ば
垂直分布に閏可5’1肴報t得られるが・低力醇
k。．哨q又㈱寵のEめ気杜量の測主に正。仁。
も求め、逆にUモ推定可うζいう｛のであう。，K裏気ロ鯛婿∫」種之の強度σ）モのがあリ
全05収曼η・ら）k藝気号Σ出弓にI」応hαkα匙
、6剛。。両の関徐t用い仁ここて褐られた
・膿気量I」、願嵐に㌢価な・庶気量波で、
　　r：（貴）れ・・’・・α・・z，蕊：、丘
ちる関徐か5更蘇θ）｝k襲気量UΣ推定した。
分耀1…　－2・。戸用・構分蠕（オ
η汰，夫気混霜度測赴に使用）で分解綻2燗．
根知器13短：R…911pト4，1こ：良爾」PbS　て・、　∠う1三i］’3　P』
s領咳ε蜘．本鉢1ピ魏江屋外1・霞匿し、
剖勧部、記録部la室」月に巧ち込み、了す口丁
記録の他デ㌣ジ91し値けリシト了ウトt仁
嘉1定歴討陵纂漂竺認㍑
圧下〕範庖1燦気量ヒしてo．3ほムヒ第ホ、
ひ榔補正，スワーリンブの桶正（2むt
行t、、最終的にα108／況ヒ得ら爪た。
・k蕪気量日釦しにっいτ臨同巧如の地表
面に和了る落量型湿度計の葡定力Nら、函一2の
8うrJ被fCが得ら▲てい5が、　L室才て含人
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　損ll定稿度I」）K蒸気量の刃ツに牟り依らOい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　〉」ト
蕉気量＿卿量のカーハ樋白陥｛の峰べ・
塁濃㌫㌣禁㍑2鳳ピ
ヌ1、与，1、9μ滞日弦弓1乃可入況にあ，た。
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日召和基地L皇での放射ゾンデ観測
　　　　　　　　　　　山内え艮，山本雄次，召田飯美，内・山、明再
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　　　　　　　ON　THE　ORIGIN　OF　ANTARCTIC　AEROSOLS
（ANALYSIS　OF　THE　VARIATION　OF　AEROSOL　CONCENTRATION）
Tomoyuki　Ito
Akira　Ono
Kunimoto　Iwai
（Meteor．Res．Inst．，Japan　岡eteor．　Agency）
（Water　ReS．InSt．，　NagOya　UniV．）
（Faculty　of　Education，　Shinshu　Univ・）
1．　INTRODUC↑10N
　　　　　　　　　The　atmosphere　over　Antarctica　presents　a　striking　contrasts　to　those　over　other　regions　on
the　earth．　F。，　examp1，，　i，　A，tarctica　wh，，e　va、t　area。f、。me　1・7k・2　is　c・ve・ed・ith　th・thi・k　p・・－
manent　ice，　no　source　of　aerosols　seems　to　exist　at　the　bottom　of　the　atmoshere・　　Furthermore・　solar
radiation　which　plays　a　major　role　in　photo－chemical　processes　of　aerosol　production　is　much　ava¶ab｜e
throughout　the　day　in　the　su㎜er　season，　while　unavailable　in　the　winter　season．　On　the　other　hand，
in　Antarctica　except　along　coastal　regions，　an　annual　mean　of　precipitation　is　of　the　order　of　10　cm
per　year，　which　is　less　than　those　in　Arctic　region　or　mid－1atitude　desert　reg「ons・　Since　an　amount
of　precipitat「on　is　a　significant　factor　controlling　the　rate　of　removal　of　po］1utants　from　the　atmo－
sphere，　the　Antarctic　atmosphere　seems　to　have　rather　l　im「ted　efficiency　for　removing　air　pollutants・
Because　of　these　particular　conditions　of　the　atmosphere，　Antarctica　may　be　regarded　as　an　impo「tant
region　which　provides　a　specific　location　for　the　fうeld　．study　of　atmospheric　aerosols　as　well　as　a
prominent　monitoring　station　of　global　atmospheric　pollution・
　　　　　　　　　During　three　years　from　1976　through　1978，　the　observations　of　atmospheric　aerosols　we「e
carried。ut　at　Sy・・a　Stati・・（69．0°S，39．6°E沌th・」apane・e　A・t・・cti・Ni・t・・i・g　P・・ti…　1・the
pre、ent　pape咤we・m　discuss　re1・ti。・s　b・twee・・er・s・1　c・ncent・ati・n・and・et・…1・g「ca1・・nditi°ns
on　the　basis　of　the　data　obtained　in　those　observations．　The　present　work　aims　to　obtain　the　informa－
tfon　on　the　Orfgin　of　aerosols　over　Antarctica．
2．　RESULTS　AND　DISCUSSION
　　　　　　　　　　The　right　figure　represents　the　annual
varlations　of　surface　temperature，　of　surface　wind
speed　and　of　surface　concentrations　of　Aitken　par－
tfcles，　1arge　particles　and　ozone　observed　from
February　l　tO　December　31　0f　1978．　　Each　curve　was
obtained　by　smoothing　out　the　hourly　values　with
five　days　moving　average．　Since　averaging　wasmade
by　tak｜ng　median　values，　the　smoothing　successfully
minimized　the　affection　of　extreme　values　which
occasionally　appeared　in　Aitken　particle　concen－
trations　dur「ng　calm　condition　due　to　local　con－
tam『nation．　Based　on　this　figure，　the　nature　of
concentration　variations　were　examined　in　relation
to　the　meteorological　conditions　of　the　synoptic
scale　or　more．
　　　　　　　　　　First　of　a11，　it　is　clearly　seen　that
the　annual　variations　of　concentrations　of　Aitken
particles　and　large　partfcles　are　quite　different
from　each　other．　The　concentration　of　Aitken　par－
ticles　is　the　lowest　in　June　and　the　highest　in
Harch．　Simflar　patterns　of　annual　varfation　were
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reported　for　South　Pole　Station　and　Mirny　Stationg　Antarctica．　On　the　contraび，　the　concentration　of
large　particles　is　the　lowest　in　February　and　the　highest　in　September．　Large　part｜cles　were　also
measured　during　1976　at　Syowa　Station　and　the　similar　Pattern　was　found　for　annual　variation・　This
remarkable　diffe陀nce　between　the　annual　variation　of　concentration　of　Aitken　particles　and　that　of
la￥’ge　particles　must　be　resulted　at　least　partly　from　廿冶difference　in　their　origin．　「「o　verify　this，
the　further　detail　structuγe　of　the　concentration　variations　was　examined　as　fol　lows．
　　　　　　　　　　The　wind　speed　seems　to　have　no　regular　pattern　of　annual　variat「on　but　it　represents　peril－
odicity　of　about　17　days　period　throughout　the　year．　This　periodicity　of　w『nd　is　sure　to　be　brought
by　cyclones　passing　arround　the　station　regularly．　　The　similar　periodicity　is　also　seen　in　the　tem－
perature，　superposed　on　the　annual　variation　characterized　by　the　August　minimum・　AIl　peaks　and
humps　in　the　temperature　variation　are　accompanied　with　the　strong　wind　without　exception・　This　fact
reflects　that　the　warm　oceanic　air　is　periodica〕1y　brought　with　the　strong　wind　caused　by　cyclones．
　　　　　　　　　　The　var「ation　of　large　partic｜es　shows　clear　peaks　and　humps　from　April　to　November・　AI　l
these　peaks　and　humps　are　accompanied　with　the　warm　and　strong　wind、　Thts　means　that　the　significant
part　of　large　particles　around　Syowa　Station　is　particles　transported　from　oceanic　regions　and　the
rate　of　transportation　of　aerosols　rfses　to　maximum　in　the　late　winter　to　the　early　spring・　It　is
important　to　note，　however，　that　the　peak　concentration　has　no　relation　to　the　magnitude　of　wind・
The　history　of　the　airmass　arrived　at　the　station　also　seems　to　relate　to　this　phenomenon・
　　　　　　　　　　The　variation　of　Aitken　particle　concentration　also　has　peaks　and　humps　throughout　the
year．　During　the　winter　season　from　the　middle　of　June　to　early　September・　these　peaks　and　humps
apPear　under　the　warm　and　the　stormy　condition　l　tke　those　of　large　particles・　τhis　「mplies　that　in
the　winter　season，　the　particles　transported　from　northern　oceanic　regions　prevai1　「n　Aftken　partides
at　Syowa　Station．　In　the　other　seasons，　however，　the　peaks　and　humps　of　Aitken　particles　are　not　a1－
ways　accompanied　with　the　warm　strong　wind　and　particularly　in　the　summer　season　the　m「nimum　concen－
tration　of　Aitken　particles　is　accompanied　with　the　strong　wind．　This　fact　means　that　the　particles
responsible　for　the　annual　variation　ofAi．tken　particle　concentration　are　not　of　oceanic　origin・　　The
surface　ozone，　which　is　thought　to　be　mostly　of　stratospheric　origin　in　Antarctica・　shows　an　annual
variation　of　inverse　pattern　to　that　of　Aitken　particles．　　Therefore，the　high　concentration　of　Aitken
particles　in　the　summer　season　is　not　attributed　to　the　subsident　air　mass　of　stratospheric　or「gin・
Consideトing　the　remarkable　seasonal　variation　of　solar　radiation　in　the　pola℃　region・　it　is　inferred
that　Aitken　particles　in　the　summer　season　are　mostly　produced　by　photo－chemical　reactions　in　the
Antarctic　atmosphere．
3．　CONCLUDI｝IG　REMARKS
　　　　　　　　　　Thus　we　come　to　conclusion　that　the　main　component　of　Aitken　particles　is　different　in　the
。，igi，　f・・m　that・f　1・・g・particles　at　Sy・w・St・ti・n・L・・ge　partic1・・are　m・i・1y・f・ce・ni…igi・
and　the　maximum　contribution　of　the　oceanic　origin　takes　place　in　late　wlnter　to　early　spring．　On
the　other　hand，　for　Aitken　particles，　the　contribution　of　oceanic　particles　prevails　only　in　the
winter　season．　　In　the　other　seasons，　Aitken　particles　are　composed　mostly　of　those　of　non－oceanic
origin，　and　are　probably　originated　from　photo－chemical　reactions　in　the　Antarctic　atmosphe「e・
　　　　　　　　　　The　present　inference・n　the・rigi・well　agrees　with　th・se　fr・m　v・1atfli鯉measurments・f
Aitken　pa・tic1・・，…ph・1・gical　ex・minati・n・・f　particles（0．0ζμm＜dia．〈2．qμm）by　an　elect…mic「°一
、c。pe　and　measuments・f　sセe　dist・ib・ti・n・・f　Aitken　and　1・・g・partic1…sim・1t・ne・・sly　ca「「ied°ut
at　Syowa　Stat「on・
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南極田和基拠の大粗子工一ロゾILの放射K分祈
1卜出孝’伊藤朋之・天野直・小林陸久｛気象研究所｝
‘Lはじあに　　　　　　　oンパてプ漣して室内1こ導入して市・E。
　南極大陸は、人闇による産業活動解無視で　ごのサンプう一ぱ、エーoゾIL粗子をα43声
きる唯一の大陸τあり、産業活動の活発質他　よリ径が大きい毛のにっいマ8段に径号ll（n　7
の丈陸から遠く離nマいる。従っマ南極大気　ラス合rfと行ロう。そtて各段にっ1↑ら1nE
は、産業活動にと毛なう一茨汚染0寸無損マ“き　Nuclepo柊用画7イIL　Iム　左あとで合抑曹る。つ
る乙いう点τぱ渚浄大気である．マのよう江イILムの元泉分和捌に行ロ・マプラン7
清浄犬気中の工一〇ゾILの棚i埋的・t学8マ柾　値とし7さし引く。
貿に関する知皇1コ．喪籏損模のバッ7グラウ　　この埋の珠取には墓喪η’ら出⊃汚染の影響
ンド汚染の研究にとって聖要である．　　　　を考虚し訂けnばい1丁口い．今回ぱ風向・風
　南極大気中の工一ロゾ几の元素分前につい　壇の連続観勅種と5分垣に測定しているエー
マほ．8。ll。，，　Mα。nhαu†産の南極点の毛の、　トワン粗子の個叡をモニター1二して．汚楽の盲
［。dl。らのM、m・d。の毛の等市nnている。いと思nn繍閤帯だけ］ま販と市・た。
　第lq友南極川域観測～気象研寮部門でぽ．　　珠取した空気量ぽ．冬nf　lヲ78年6月3日η’
南極田和墓∫Ψにお“マエ～0ソ’‘Lの通年誤潰’1　5　8・F｝6日　で　　985m3、　夏力ぐ　’1貝了日η、ら’2
き　1978年2月Jl｝1979」年1月までおニロフた．　目25日才τ’ζ“1255m3マ”あブた。　探取し1ヒ試
7の中マ・，夏冬の期間に宥伽た集申観貝llで料’蹟恥ビニー酸で密圭寸醸L内1W［持
大粒子工一〇ゾILε窃i取した。今回、櫟取t
た菰料の磯器的中荘子放射fヒ分祈ε行穿7た
のマ“，マの夏・冬911の分］η結果にっい7報缶
δる。本研究の目且ワば．田1知墓」噌にお町る犬
粒3工一ロゾ’↓の組成と起源ε胴らかに↓．
季節による虚い芝知5・ことである。
§2，採取
　工一ロゾILの珠取は基喪の主要部ヵ・ら南東
1：約100m離nた援境科学棟内にアンダーtτ
ンサンフ゜う一芝言受置し．外気を45mmφのエス
Table．1　C6ncentrat†ons　of　various　elements　in
ち帰。た。
§3．分祈
　菰料鳳機器的中柱子放射∫〔分祈法により介
祈さnた。中柱子照射は．京大原子炉（KR脂
A型、熱中旺子束1．9xlol3〔㎡25eピ）と立放原甜
のTRI6A一皿型原子炉（熱中妊了束10’2　c而㌔e［‘）
で行冨った。放射fヒし仁試料から出るr線ε
6。（ω一de†ec†or　l：よ．マ吉寸測し．ガンマ線ス
（Pクトロメトリーによフてξ式料中の元系の回
定と定量きお二t互った．
．i，t，，（，g／。3）
　　　CuttingSt・qe　Di・・（内　N、C1 Br Mg Cu A1????11．
7．0
4．7
3．3
2．1
1．1
0．65
り．43
23
42
114
233
350
271
76
TOTAL　　　　　1109
53
99
238
482
658
567
口5
2242
0．31
0．35
0．71
　★★
1．30
　★★
　★★
??????
0．00
0．τ2
0．30
0．00
1．40
，T　　　C1／Na　Br／Na　　Mq／Na
　Sea　water
　　　1．8　　　　0、0062　　　　　0．12
16．0
・．・i
2．3
2．4
2．1
2．1
1．9
2．1
1．9
0．013
0．0083
0．0062
　★★
0．0037
　★★
　★★
★★
★★
0、12
★★
n．21
0．14
★★
2．67　　　　122　　　　－一一　　　　1．82　　　　23．7 　　　　　をき　　　　　　　ナを2．0　　　0．0024　　　0．11
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§4，結果乙ξq論
　全部で15元案が換出く5nヒ爪．今回の分》町
で定量τきたのは7元素であった．マの結果
X表1之表2．で示Lた。毛ど毛と南極天気中
のエー日ゾIL濃度坑趣φて低く，今回1茉敢し
ヒ空気量τほ．表に示↓た元系」』人7トの元患に
ついてぼ庄量が出来口η・った。
　表よリ明らかに元素の大部分1ユ瓶水中に普
通、含まnている元系て’ある．Nαε茄〕k起源の
指標とし、醍を喪殻起源！の宿標！乙考之nば，
昭和基抽周辺の丈気中工一〇ゾILぽ，頭洋起
漂の粗子が犀倒的に多いコとが燈察さn⊃。
一）き乏（n濃度t｛二乏表くハ右（n部づ〕・1：示した●｛1／
Nqぽ．　巨天オ血子で大きく．　大紅1子て’ほ．冬に
預埴乙肌τ’あうのに対しマ．肩に紐ポ値
よOj毛’1、ミ¶く茸っマいる．
　MumZUmi（1975）は南極大陸～二7’Il一ンラン
ドの雪jK中の〔£／Nα民が油ポ虐より毛天きく．
又．Briqf　dIα1（1974）毛令rn甲の口／NαW㌣湖
岸力、5の距賠の亟叡τ娼之マいると報告しマ
いる．洋上τ’は気離［2が粒子ば〔2乙同程凄
あリ，気体状αのぼうが粗子哀〔2よljモre∫ト
dence巾meカY長いのマ”．内陸1二洋上の空気が
」璽ばぬてくる過程で．気1本状［〔の雪〔のどり
涌洋起源の工一ロゾ’Lほ．肩冬とも対叡正責貝　込《｝†爪起こるヒ（｝り相】阿的に口過皇りにζ「ると
分布芝L．冬ほ柚で日09ng／m3．夏ぼ同じく
344ng／m3㍗．濃度ぱ冬が藁の3倍以上であ
る。押綬起源の毛のど思pnる粗ヲIJ．肩に
多く．籍に2μm』人工の巨大粗1の領］或τ顕善
である・㌦下τぼ2戸耽の勧ε’巨天
粗ヂ，2戸耶のものピ脚引）
　南］亟基坤の匿1囲は．12月の終」nリ刀・ら2月
の末までの間と除1寸ば’．1年中雪と氷で覆n
rし了　1、る．　夏　1二IJ　openδeq　a〒　て“数十km，寒・1二
ぱ通面り℃氷結曹る仁めゑワ1000km　あ5。湖血B
狙手ぱ，湖面で生城したのち長距離輸ぽさn
て墓ユWまτ’運1工nていま）こと1パnかる．
　Nαε宿標として戊8〕k起源ど毘r）nる〒t系1二
Br｝qT達ぽ菰筐潟‖している・1Wβ、」了くミξマ“舞t、上rブ
らnた巨大遮【子η†〔2通創の雪である∠考之⊃
と結果とつじつま加V合う●
　蔓のx粗3の〔2／Nqの，1、さな裡由ぱ．空気
中b、あ5いはフィμ夕一上τ硫酸の粗3ある
∠呼風．いぽ気体］ズs乙の寂庇によち散遭n寸者ぞられ
　　　　うDV．二nΣ日目51｝、にδるにぱi個1個のオ血
Table．2　Concentrations　of　various　elements　in　summer　（　ng／m
‡　1二つnτ　の　Pαrηcle　chemicα1αnolγsiδ　血｛1必4F
て’ある9
§∫　結語：田和基］やの大杣3　巨大粒3rJ
貫殻起源に虻べ、通洋起源の各与が丘●ll的に多
い。喪1吹雪粒子の葺与ほ持に巨天粒子のぼう
に現r）n《いる。夏の犬粗3ぽ狙洋起源ぷ外
の，例ぞば硫酸の奇与毛推定される。
　　　　 3）
Cutting
Stage　Di・・（ρNa C1 Br Hg Cu A1 K C1／NaBr／Na Mg／Na
0　　　　11． 11 27 0．20 一一一 4．2 2．80 一一● 2．5 0，018 ★★
1　　　　7．0 4 19 0．14 一■一 0．0 0．72 一一● 4．4 0，033 ★★
2　　　　4．7 5 13 0．10 一一一 0．4 0．04 10．0 2．6 0，019 ★★
3　　　　　3．3 22 55 一一一 一⇔一 1．8 0．57 6．9 2．5 ★★ ★★
4　　　　2．1 82 169 0．37 24 2．0 1．70 一一一 2．1 0．0045 0．29
5　　　　　1．1 122 236 0．26 26 2．9 0．91 7．9 1．9 0．0021 0．21
6　　　　0．65 74 117 一一一 12 1．2 0．81 一一一 1．6 ★★ 0．16
7　　　　0．43 24 28 0．14 3 3．3 L10 一一一 1．2 G．0058 0．14
★★ ★
TOTAL 344 664 1．21 65 15．8 8．65 24．8 1．9 0．0035 0．19
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南極域中層大鳥のレナレグ観測討画
岩坂泰倍（4吉彦大・オ（恩洌う　；蔵原玄夫（九淵大・理）
柚1屯凋ハ；福血ラ皆（国立袖1旭」研）
獄威男（威
　　南柚励桶規齢蹴レお・1て．レ身量砿止柱妨介注λさ帖と秀之φぬ
一 ザレーア見劉炉討画乏れてあり．実揚工旦　．　約キ
探役袴でぱ．地鋪物理的κQ逐わめ7重専な　与後oデ
鰯‖ステーレヨンとた三）う）。　ここZD慮．こ　一アβP．
こ数琴にめ丘・て検討iと帆てヨ彦内秦芝総括図2bτあ
1、今後θ見面1昇Kっll1ζ報皆する。　　　コ’樋政
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃・5」ピ
｛．　　由h糸障及党6域レく入けるレーす“レータ“槻双ll　たrっ　てい
　　成層圏以上傭1駐裸劃得∋レ〕rレ恥とX
一 タ夢魅則ステーショ　ン河．釣20ヌテーレヨ　旦lbべる
ン」擬ヨれる．　ぴ卍そψ〃別れん．
どぼ．キ緯震1ψ・ん北半捕悟偏在1てll　5の
で1あさ．　こφ素め醐i破的危スケー」レェお
つi現象パ解明K犬a拾｝障害ヒ白・てい女。
旬×示1てあ5のI」・β月θE（∫嚇〆々
ノ4醐頴4吻∠6』ε〃鴎磁）κ参劇
表仁ソ“レータ・基地であ3。　又in地球的ズ旦2．
　　　　　しカ　　ロ　ど⑪FI9い　sph　亀“lf副‘5‘丁‘b山帥pbmトspm8［974
ふム2θ友と秘域エア0γルの皮1峰
猿τ庄1マいるユァロゾルθ輸医現象エラみ　永蒸気眠ヌとの1刻縁，〃∠乙θ壬ニタリング
択●せ3εのκ図2工亦1τ術く。　図2α　，砿ノ量の£ニタクンク等坊検討さ幽了い3
賊ノ掴エア財ル細醐＾一イわ濃良・泌効きt拠・・㌍状縦冒了）・
の輪比τん脚火嶋憂1煽の切隔
⊃。　／タク4秋鯛園へ火止咳犬トよ・～
図｛　　ラィタニ　（し一サ　し一タ　　基　　　∂
。，：；
SAGE
〔???
??
㌫
????
’εう2
・・2・至
225
㌃
十　
3075
　　　　しハアリアロむじ
お〕S…ph…1「a（cd　b山“n（pphn1L‘’mε19乃
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成層圏工アロソ・1レと成層圏永蒸気収支
嘉坂泰佑茄逐大駒k圏粁蓉嚇首／国立極地肩穴角
　　成層圏Σアo）声ルか　成層圏永蒸気吹　2．工了oアルθ沈瞬速夏
又Kピの⇔な影響L．或てll3か、又逆k　ユアnソ’ル髄チと蜘旬齢鋤』⑭
晒圏永菱緯か庇層圏エアoゾしのふ∋ゴ
いKどの」うな初果と諺参’ζいうカ・κつ
いマ1ユ．乏ψめて子充介な知見1β1得5れζ
いない｛研究t冷コで充ゐ朽行われ（朱て
い力【い．　　この臭レミ関1～～lJ．布遊域の］膿圏
エアDアル層崩勧式sな縛IL呆1《い
∋と望ψ小《いる介、このしとか耕究上9大
ヨロ陣専ヒ五，てきて、li5のτ’あ§。　即ち
極商での或層圏永蒸気量．ユアつゾ』瞬等⑳
規測実施にっいZ汀劾くの困趣と努力倉嵯要
でみハ、そ）ち史1〈行之ない乞い）二と7＞
ある、　　lo・いMAP期間十Kほ、別稿て“
座代3よ）κ昭i栂鰍秘み‘‘Zレゾレーダ
：戦碧ノト闇始⊇凸h・う《よ：）レくノきリ　 「二［アnソ．
?
交換匹芳2さレとκ。tり、エアnゾルθ安丸
ピタ†73佃対的」蚊Q次式KJ・マ表↓b『二
と力噛棄る。
dZ／dt・（∫pGR）／（9、V、）
ここk　fp・Density・f　p・・ti・1・
　　　　9・・Density・f・i・
　　　　V　　　＝　Speed　of　air　molecule　　　　a
　　　　　G＝Gravitational　constant
3．粒与θ大乏さと㌣の・分砕
　上座の2フの弍芝用llζ・粒戊半径とあル
‘のモ訓、クコ珊喰順目、己。の酷梯z
・ （いミ，。　そのよ〕｝な状虎ε、3・まえ、ここ
でIJ　ユアnソル9成長と戎層圏水蒸恥長の
縣尺レナレグ超測の適初性等Kっllぞ
譲諭寸る．
｛、ユア0ソ・ルの成長
　　ユ：roソル獅紛5と樹刻z成長1て
旅晴そ戚長競（…wth　R・t・，　dR／dt）I」
次式豚寸・て表わ可しとあ土条さ。
　　dR／dt＝
　　　　VxVyVz
　　　　　　　　exp（一・V2／疋kT）dV、dVydVz
こ　こ　K　　　nv　＝water　vapor　concentration
　　　nvs　＝　water　vapor　saturatiOn
　　　　　COnCentartiOn
　　　A　＝　surface　of　particle
　　　R　＝　radius　of　particle
　　　O（＝　5ticking　Probability
　　　　　　　　　，そのロ綱長化篭エ1
■べることか・▲条3。　」迩くばrあ多ぬ3
HAPκゐ・い之隠．南極の鰯羽1基蝿Kレー」ナ
レーターの設遣か”き†通」乏凸hi～いきので、樋t鳶（の
舗圏ユア日ソルヂ、こ功りね襟θ・う観
i則可能か否か．巌ケの穴乏戊，府向介解縦
左中・×胎検討1右締果と競可3。
敏値計争ぴ価地祈免汁の足ンター詞1用1ゑ
ライダ一の了†画レくフいZ｝ユ．九大φ克野放摸
陥｝⑭脚μ …1繍：5；欝耀當鷲
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他o加竺）〃・耐翻輪樵糎き†舷、その繊桶大
　気十でのイ吏用kっい2
帯9赫（名大・水園研）　，ム下宅弘（気象リサ），1村杯成（角大　永圏1研）
　　水篶気」監θ計劉ぱ．気象啓・趣舗吻理暢i則飾果乏補い、乏cピ永そオ向ピ乏めニラ
取ほ最堪本‘靖醐のμとフτ身3か充か噺起得3パか糠よう。計i肪ス
介k行ψれていない典彰例で揚∋。　とタ　ナムの民塔は．克」邦物チi亥x用“て・弓二
刷ユ綱綱肱痛及ではぼ已碗・とかヂ鋤めZ早く．施躍臓用・ほ
のタイ7吻現撒用）人ンデηデータピ頼タざき　向いてい3と方えフψ3。　極域τは、対依
乏得牢研贋上大乏なΦ樹とな・て‘’さ。　肉でし和当ピDワ乃糸什τ協3二と洗テ理・
　　ここ7’ロ、土厚的たテ臣左用↓・右水妻鳥　㌔小．この．臭でεこθオ核ぼ有利な来〃・’♂3
量測之1乏kつ｛・ζ、狩択秘城㍗⑳紘女鞭囲う．　抱楡†⑳締果，測皇高庚M閲爆毛
用喉恥恒パを予｛割7、力干の提言シパカク・苓く・勘り鴎とめ5dt
ム昂・痴い。　　　　　　　　　　　　　　　⇒。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見在w乍、実験の段踏でみ9．当日／会場昨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て詳い1報告と了∋予皇で∠あ∋．　又二θ測
纐理： 忽鑑嬬欝㍊舗ξ5惣ll；、1禁李隻樗鷲
　　　　　　コ．
（1）　　H20－一一→〃＋　0！〆塞（れΣ宇）
この反烏τ生成1百耽匿〃7ヲじカ1レは．7
の後、主dて次のま尺ζ磁ψ莚ず3
C～）　OH潔（↓42Σつ一一→0〃＋M
（3）　OH富（A2Σ†）一一一一→〃〃＋んノOoり｛クソ0
原恥ωτ生r玄蹴cOH㌔、｝沿κ大気磨皮
か少蒋1†小げ．（3）の膨励起遁程芦よ∋
級θ々』α光泰検土土柔⇒い現実κ
∧44δ、4箸で13試鹸的な測皇翻：果エま1ている
。　試博杯甜11ざ．対良圏†、層卸（uδ、
s巾一M・μ4†…・，㎞工用1・ζ）
約丁侮昧上かジ成層圏kか収伏用可能『・
あさ。
葡～J』種巡卿気門りそれ左侯・ζ多了・τい∋．
覆芳以タ↓ピ〃＜θ人力助カェ脅オてい5こと
と鋼記1て∧く．
譲
　測定上の利よ：ト4AP期向十，航空偉よ
　　　　　　　　用い京檀々¢辺！」z赤・計画
　　　　　　　　さ小τいa。　枢壁襟に
よsHユoの側足か可能τあ小口・、メ∫〃凌の
32
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田和基地ピ観測さ爪たノ1、雨滴・・っ・乙
岩ノ脅声β中　（％彦ソゴ戊大・営・教育ノ掌∂P）
　1　ぽじ6bに　　　　　　　　　　　　　　　　　とη月21ヨ，oθB－og｝6にしプリカさ眠た小扇
こ弓人まZ“k・k・畝（1守？・畑3例・他白ぞη砂研滴の粒径の頻慶飾乏示す．嚇とも190噸　
謬㌻㍑蓋誌雲薮瓢ψξで塙㌘、1曇麓鷲忽雪
　　　　　　　　　．ある川壇時渓し・例乏示す壌在緬・平行礼勅見已，b）iこ」ざよノ了ζ過）θ±アしノ三
♪雑し万小南滴ノ観測さ爪て・喝．しかし1・3個嚇好力｛’◇フ・て・5例乏吊す。ラ
中緯勧ある日本Zぽ冬期こ躰うなメ雨滴ら1働疎結ぽとが乞たと考垣鵡安
1ヌほ砕ピ観護・にれい咋・．こ・ご∫抽叫．起蹄・て・渇．ぐ＞1よ衝飢・）聯れたと
W勧功REI9ご日緬基斑に滞在したと乏に
雀尻し痴■の結晶・・レプ・けパ中に見・波芝
人た．凍締小雨滴の絃径ノ分イPと叉のモル万ロ
ジーにっ・・て述べる．
　2，観寮
嚇・基屯で鋤“埠碑6と芝潰飯％
㌫詐ζ蕊㌶環㍑謡1為llぎ
弼力観靴厄ときの把頃温・よ一12，・13’c
であリ、場・・ぴcよ塙潮紘劔硫し乙・
参・②ピ卵ノ；と・ア引南滴1・到後1・癬ε
したとぽ考えら爪奪t｝・したカVつ乙　、か㌘リ
ルプ・1カうれ商・舗、鋤レ・°帰旅入卸梅・・弱まご’過牌＊蒲衝魁・
成した．紗うち、領朋と四2肋2イ衿成長レ臼考んら嘱・踊ともブリザ式
回鳶居甑・て凍醐・縮が融ド酷て磁て’別巨六ラ毎塩梅力冴垣て吃こ
・氾い詐イ拷し碑・い・るい縄らと刀・ら施地あ鋤磁説白争で肩ノ《岐
蘇。バ南滴の短芝ぱ刮湊レンズに入祇た、耐・樽借減長したと考Lられる・も・とも
詰つレ輔・乙・卿閤齢醗読みbた’馳鑓》。触…肋・∵1・蹴・融
㌶雛瓢禁つ離∴慧譜篇驚ζ緊㌔鷲劉麟鶏竃三：蕊巖、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謹　　　　　　　　難
????????????????????????
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南極点基地にぶ1丁る憂季仇降＊3吐子仇柚宣
佐藤昇・菊也勝弘　（北晦直文尊・理学部）
1．はじ酌t二
　最丘、極雄tにお庁る米」反支や降曹の奥態、
ま1訂降来機構専が注目せれるようにな。マき
良。梼に1牟＊量の刻皇にぱズテ4ッウ玄用い
玉用し、た．
3．結果
　＊飽和に豊する高度玉唾底｛睡とみなし、
セこでの気温文積軸｛・副勧、縦軸・・♂一直
るオ法ザとら札、図ずしも＊燕亮の早華凝1結　の1牟曹ぴ最大陶く養度宝自盛・たの郁甘8・⊥
によ。之成長し桧真の降衆昔玉刻皇しマし・るである．南極φ真夏であるlqワ5年1月と南
と↓ま●えら4もない。　そこ硲、lqワ5」年1月と看転σ、裏の始まり之・ある19▽8」年11月のi俺果ボ
1（？78年工1月仇2ツーズンに亙っ之璽季σ、南　つ’ロットされ2いるボ、両」年のi縮果とも0．01
極点基地磯剰し蝿備晶⑳レず・功翻・・～ぴ2祇。⑭挺囲内・蝸・輪
マ極地におけ・ゐ1牽k3醸玉侮史するとヒもに
、
4〒った。
2解斬
　南砧点ヨ』地で観測され艮細氷宝除く降曽の
うち填トに献蛙仇強いレプリカ宝垂げ、そ
れ皇約｛O倍に引き伸し、雪締晶仇大きさ玄測
定し臥魯侮晶顧量∩樹きに・欲防ような
鹸式玄用い長。角柱・単売葬属ず麟集《
椙翫飾［ND亀N。　e・P←∧D）］x仮史しマ杜
1』子仇いくっかの世富にっい？解祈甚嵐外布N。ヒ∧玉求φ筒鯖果が、「司）le　1に示し
之ある。雌合布にっい之の両年の績果の比
自吏†ナら、　こ才しらの値1ま重季の南オ礒S遵ミ、基地にお
庁る繭の祉度余布玉代表しうる値斉あるヒ
恩）⇔れる⑨　Ff8・218」－5ブー反射r繊因子（孟）
と降＊醍㈹⑦肉係〔9・BR門棘し長もの
硲ある．両年ぬ紬果‘δ1まぼ同じような埴とな
り．Z亀12RUという回帰適線碍1匂’れ烏重
にぼ．輪工1．3α全ユ（H⑲仏chし；lqぢ6）、寺た立体季⑳南麩点基地冬ぽL一ダー艮・射強度因子｛穗
的忘縛秦A、いくっW、σ、締晶Uく来、合し長も
の亙ザ杓セ形嚇晶劇ピ｝副・psn。ゾヒレ
マ帆工α。tO戊2（Nαb声＆飛臓妬lq　3■）玉田
い1ξ．ま1ご峰永粒子ひ落下崖度とし之、角柱
岱晶のi塔下患〕童（k勺乙kαwα；1（？t73，t〈～t76）
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　　TEMPERATURE　AT　CLOUD　BASE（oC）
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、降＊醍の約lo倍恐あっ1ミ．
　　　　　　Tαble　1
伽・。諜．1命1．編鳥Bβm己
ぬ197892．1（肝137印oS5癬β0022印ρ5512　10αα蹄O」6
」onj975　39昨dsFP5911、7膏）08　420呼1　0」25RPo8　12　　　｜1　00036－012
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吹雪の史験的碗6一習面上の蓮動量輪送
萬岡荊月前野紀一　（北た、伽緬）
1，はじめに　　卿墾におけA勇巡写の題働　でシ1｝づ一ン・才イ1レ乏塗ったガうス板工一
ほカタバ風領域におけ3吻の爪平力向の酔分秒間地吹吻に露出さて只、棚1た曹粒／の
布に犬きf鳴響左与えδ日プで噂く、大気ヒ顕微鏡写負から蓼面に於σさ地吹轡の濃度や
萄面の周の熱および頓量胸送に直梼閲係ほ粧径分脅炊欲グ）られた。
いる．本厨免刊」幽湿醐の中こ人工的に吹
璽ε毯！建芯畜弛手樋働埴祷麗剖・戸3．蓼承随で卿紐の運動　オ21印に
こヒによパ馳孔麺似ぴ風ヒめ租亙吻粧が鯛砺稔ぴ銅肩の鞭a嶋面
欄刷べ鳥．　　　　　　　に衡突／r瞬の腋σの頻度分毎欣亨．σ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Qば以下釧＼二憶範司に分御すδ。こ4い3後
2．／緬覗験　　一9℃に儒たれた砥湿軋洞に触れ6祷に、働解が空中乏運動可」蕨に
匿㌔8m断面：ζ吻x50・めの尿に1］鋸励向mきの力嘘・比べて易牌に天珂
ぶた園ε一旅に敷き、人工的に吹㊧左秘庄來乎考向の加速．が4ラなわれて1パミヒ1示【
寛た．雪栴の頚動〕物動隊左1⑪軸恒㍗・㌫一万鋤分柄ll砲ゴ鋼砿
がう写負撮影臼こいミよ，て・紀録された。　1峻匠｝に波。で＼」。騨路が衝炎寸3吻面
直／、照則→もqスうイド・フ・ロジLフ9一か　の向きがス親則↑ごあ3こし苫反繁｛勺＼5、
ラズハソト芝通，／て認でられた直後、一渇勇　θ。刷＼さい薦の歎踊に・］、写頂工の鰯の幅
転額防㌧50助稲馴て／、⊃・∫腋でがぷ、超の欠き田のがタタ⑭艇ぬ
是卿9に遮1敵こ敗た。円椥コ醐づアフリル．犬3噂連i鋤量£椅・た曽党痴］、曹面の構
にiξ羽根状に塗装宕惣た↓ので、シシクリ　」皇Σ変え．たリ綴壊｛たリ育δ繊く曹面に作
ナ久・毛一9一午こよ、（19これた。照明光Q　用ほいさ可能推が欠であよ。
鎚敏射ツ㌔傾間に投rヒれたがβの光
のぷ・ヤ・虻皇直疏納の乎均風速の向巴
時行であ。た．この味顕渥で得輔た1習
縦の鰍跡の写駆初図に系／ず一蓼斑和
鋤のな向1］図に向。丁左かう布であり、吻
郵二坂組廊輌W〔の乎均・囚速貼働β
であ」．酬上の切れ〔ヨが9イムマークで
㌘鶏禦隔嶽㌫羅謬；1：
雑陳にお抽壇娼の速度がぴカ〔遜度が
棚吻い裁々の醐から鴫雛の彩状
粒径・動ザら・」いので一鋤畷鮪の吻る
身ユ図
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力汕
4、雪粒和鉛直方向ぺの厘鋤鯉山㌘
2図からも抱三畝6孫に、萄粒子1コ空申王夏
動了よ間風から遁吻量工賓寸負ヌり、曹面て厘
勧量£放出了3い・う、蓮勤董の剰幽祖い
4ヒ可・て1パこ〉痢綴され＆。汽の程度
、守剥臼の速霞の鞄もか殊ぱこヒがでが
35
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囚
⊃OUαL
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u’ 川CIOENCε
　　N．45
の虞程顕著で日ロいが、⑭のオがKきく汀」
傾司ぴ穎がわ〃｛さ。
゜1° 。2°3°4噌，、6°7°
穿3図
。功3図に雪面から孫び出す吻粒弓の速」衰の
フK弔粉W噌面に衝突邪吻粒初速ほの
プ時成別の頻度分碑《鱈．・貌3が吻面
に繊1日餉の・牌速度勾、衝※直後の
フK早速貫εw蜴久さヒ、wヒwの萄耳吻粒
子が卿疏編〔つa・時方向唖鋤彰工与え
る．又、・看粒写が空申Σ麗釦ピu風から力舌
侵巾噺の・時雄老U・、㈲か勃左蜘
た後の・時速皮パ巧かピぱし⑭差
1り吻粒3が空中左運動けい＆間に［風から皮
1〕取。たクK乎方向の鍾勤量主与え」。
1鱗の和脅猫の雄の鋸餓かについ
／（も玄えよ。ク41図に雪粒『トが吻面に衝突寸
＆賄の速霞の鋸珍戚分の絶司イ直σし曹面から
飛び渉こつ吟の速度の鍋直哉分ぴの頻覆飾1
寿、1た。ぴ，wの分布の違・・ほu。，　wの分布
????
v m’●
功4図
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27　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f、
　　　昭知基地発電棟がS扉出される二蔽イじ硫領のフk気紘散ンミュレーンヨ、シ
宴蓬匿史　　（〔功）渥牢籏衷協伝・噺究惰）
1．はじめに
　日召知瘍地・ご観須ll壬九た拷℃聯1後1乙1菊了る
気象デ㌧ク老毛ヒに，昭4・修彬に笥げ3プ（俵
馨㌶鷲熟忽㌔競；㌶緩‡
その数の娼加に℃毛信って／乎髪乙屯るものイ
あ3ラ。
2．糸繰の楊要
　南極昭和甚地に詔覆靴kて・りるを㊧機のゾ
ー ゼ1レエンジ淘埠聞耗嫌用量か3δ0。（
二働崎豪）Φ名レ出考屯侮丘（，牙吻の俵褒
デ㌧タ吻易核叡毛ギ’レ醐・フて，δo・の欠
端徽シミュレーンヲソ経施い紗シグ
’レ蕊織㌶霧舞嶽旨
嘘じ助嫌の猿陥咄蘂ら旬値1穗
～7グラソド修協絢剖嬢036ppb舜
ぞ筋ハ，㊧毫棟力、5ビのる危1老約∫κ柄火」二
挺ホ」言ヒ，α02PPド以下のラ擢復じテ威零す3乙
℃がわがフた（国2参照）。（洋Pρr♂）
　二九5切名複に，ハワイヤ南鳥島イ6）バツ
クグランド袖足修じ啄1る1司じ∫ミツ7ブラソド
値03PP』吃イ硬（て加えると康オンク1レ
島で6）　SO2　の！輻乎姥7値（刃幕7くイ蜜1工α66（＝
α36＋α3　）　PF』　・（．危るが’，二rれは鼻近6）匂
宏固内のフ（気ラ矧《剰足るにお1γるso2　φ昇
乎均値の蓄～底値（数PP‘）よワ干オ低・彪後、
イあo。
　杉ゼし，鴎己（9イ（気紘微シミュレ’ン9ソ
イ1さ、霧狛の年向僚困量が1／83kρイ，鰺フ由
十の碕蒙り4有孝が040％ゼ栃るヒ頂足1
て窃後が，502禰勧5つれうの僧が変仏うれ
ばそ九じ比倒14イ（きく信ハうるの・らう後
東約グ’嶋の焔環敵保鋼5杉めには
多多づ色rO◎‘！芦髪」－iごあうラ。
　そ1て，日西㊨内のK気％境・7仁《メント
ばあ3ラ。
?
図1昭和基地の風配図（全観測資料による
　　出現比率および方向別平均風速）
（軸；南極聯卜Nα3L門68よ「））
対‘50YA
?
勾　z
度］2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矛凛ll箸値綿1ヨ
羅麟議警藷耀i曇魏｛熟念㌘w搾：ぷ
融裂蘇E壱℃喬忽亀の気象観須1が’・12専となる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37
東オング’レ鮮缶ける50珪物ラ蔑勘
　　　　　（徽牢Φ単御古αOl　PFb）
2．
表1 バスキ〃安定度分類表（原安協報告一40．1973）
日射貴（T）caハパ啄hr’ま 放射収支量（Q）臼1侃“㌔τづ風　　遼
　（v）
　”〆5 T≧50
50＞T
≧：25
25＞T
⇒12．5
12，5＞TQ＞1．8
一 1．8
≧Q＞
　－3，6
一 3・6≧Q
vく2 A A－B B D D G G
2≦▽＜3 A－B B C D D
? F
3≦v＜4 B B－C o D D D
?
4∠v〈6 c C－D D D D D D
6≦v C D D D D D D
固D　故射収支是は地面から上方へ向う是を負とする。
　　なか．在筒の放射取支貴はふっうは負であるが，まれκ正となるζとがある。
　働　日射量．放射収支量とも顕閲時前10分間の平均値をとる。
　固　B中（日●出～日り入））は日射量を用い，夜間（臼の入）～Bの出）は放射収丈量を用いる・
　㈲　日身括t．放射収支量の単位としてはc刈c■づkr“1を用レ瑳㎏
　抱良距分はバスキル法（β本式）による冷
　　　　　　ト才儲賦；
　　　　　2，03C一
ぴ・x・
C：
　　　：
He：
表2
安定度分類
? ρ叉P 一
〃離，Q：キ粋強度，
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ同速，x：風下距寵，
宿劾纏鶴，（毒：雛轍・ヂラ
　　　　　　　　　　　　　　　　メータ
大気安定度分類法
　　P肪qロi1｝の　毘向変麟巾．
　　安定度階級　　ωε9τees）
気頂減率
（てン40伽）
E甜emery　unStab｜e〔強不安定）
Modeオ飢ely　unSt旦b｝e（並不安定）
Sligbtly　uロstable　（弱不安定）
Neutr31　　　　　　（中立）
Slight｜y　5t己｝Le　　　（弱安定）
Moderately　st｛由le　（並安定）
E威池ソe］yst息b｝e　（強安定）
A???25．0°2G．　o、
工5，0じ
10、0“
5．0’
2．5’
1．7．
〈－1．9
－ 1，9to　－1．7
－ 1．7to　－1．5
－ L5to　－0．5
－ 0．5to　1．5
1．5tO　4．0
＞4．0
亭15分ないし三時閲の水平方向変動の標準偏差．数値は各階級に対する平均値
（楓煕力瀞｝籟細指針賄1・・3，問2妨
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予期計Gヒこうである。　　　　　犬貯の’℃凝ヵ・’高力・・丁・1蹴弄一17・碑
×院鋤破動（フレ7ドよる太陽枚射量は、まねく・・u・d…i・im㎝1冷ずか1遷
⑳増加討蹄に小でいと考tられるりで黒Kr潮間であ多、このことぽ、太陽治動の変
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イシパルスレーダーκ」ろ永体・精雪内聾かタリ反射
面尾文彦・和田誠・前香爾（口立極黄研犯廿）
恥麻．電三皮氷厚計の言己録・映し繰μろ・餌な・砂ぽ駝胸．この・け安
る内初反射刃の存在は，永の内部K相対的κ験室幽温室）で，嚇嚢汁ず19暮地の積雪乏恥・
誘電率，菜，砺。・別・L魂・永・。・，る．て種雪酪餅永板控郊・駈と反舵つ
電噺反射舷ず磁駆○永体中魂度一確｝縦鋼べた．イ酬・〆ン川レスゾ
差，耕頑渇ラκ結蹴ふ嚇疏β唯・グ㌧調難は900崩共あ之一咀は積
違、が多z5丸b．一劣，クk床衆面のづ績塗刃雷の向1＜虜乏の邊，たうk枝佑・よバ空気刃斌有
肉都1・1σし3り吻汐ヤ霜ご5溺醐ノ5久右⇔揚合の鶴鱗果どあ与・明うヵ・Kラk板
鵬。洵・搬が敬多人擁㍍い励毛観確砺・・知反射工つづ認鵬・四・ぞ
葱硝こバ憤匂．，・が，ち宏度か才生緑ラk飯確鋪魂が増加する・・
擁の数洛バ簸芝頑射τ生ずろゑ蹄う・バ，づ知レのラ鑓が蜘・とψ認
ば種動ラ内櫛む・パ電填の多動魂刃τ糊緒める・ヒバτ乏よう・こり実験・・樟雪の看乏
臼・・姫筋レ，物原疏・泳蜘と端縮紬紡・ち誘蛭ξバ肪
病鉢短蔚垣口吟・フ齢ラ旭，○姫鈴…　場合，∈枯びあ・乞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラk・諮麟已3．2，空気ぱ旭了・oプ・酷．
吻タト罐ヒ実験，緯果．
のピし下イ唄’llく堆積しφ＜積雪ノラ乞インハミノレヌ、レー
ダ㌧（周波数茄oκHるパルズ・P5＾η4n仁∫e乙・η〆，
図1は裸永原の永崖力（版より空気刃かタっ友射工っ一強度は強口。
乎均出力　04W五w砥）で探査した例
Fiq．1　．　Snow／ice　in七erface　and
　　　　in七ernal　layer　in　firn・
である．現地での精雪表面（深芝約
ケOcm）の断面の麟1てよう　と，　しユり
　　しぼ，て誘電桑の蓮い琳乏・、ほど、反射磁
　　度バ大乏くないと力峰縄之れ桃一‘隻にあ
　エづどか　　　　　しまぐじお　　　　　　　　　　　ゲはき　　　　　　　　　　し　ゆくゆ
し緩蓉滋熱　　涙　　烈　　　汲　　☆Σ登　臓　　娘
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Fig．2．　Reflections　王rαn　七he　various　七hickness
　　　of　ユce　and　aエr　！ayeピ　ユn　firn．
動。肉翻・5パo・m・向隔ピ，仇2～1．o
。mの厚乏の永板蛎在・⑪烏飢で・庄
永ヒ積雪の境貯面τ・非常K明瞭な反射エコー
バ兄5丸る。ま斥積雪刃内栂’くあ多くの閃部
彦鰯硯ゲヒだ拍．記鋤・はフk和
允に白黒の濃填のノイヌこが蜜複していちため　≠の養
繭嚇綱醐別砺・。は己奏、・噺丸よ述・確賊・お⑪も・・）共薪・・哺
砺5な・1が，ラkと積禽の麟面d籏瞬行まヒあ
・た反射工つ一の存在を疏靖ことがで芝よ
う。そして，この反射ズつ一ぽ嚇表面の断　永板τあうヒ㊧之5丸る．
働。譲蕎ダ晦L・わ魯・砺ヴ生ず
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ろ媒負内辞｛・単づワ≠糖右ずる場今友射係数
R∫9衷のようヒ表め乏丸ろ。
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　　　　　⑤1ブ得うれ丘矛鱈刃内卸の肉路
ノ乏粛力τ生ずう原臼1“，積雪内抑に力在す㍗
